
 

６月１～３日に村山市民体育館を主会場としてインターハイ出場校を決める高校総体が開催され

ました。 

 本校は１回戦南陽高校と対戦しました。 

緊張のせいかなかなか動きも固く、ボールが回らないことも多く、相手のディフェンスの堅さと

リバウンド・ルーズボールをマイボールに出来ない展開から着実に加点され、苦しい展開となりま

した。 

後半では本来の動きを取り戻し、１ケタ差で追いかける時間が続きましたが、要所要所でのオフ

ェンスミスも響き、結果敗戦となりました。 

 

今大会をもちまして、２０１７－２０１８シーズンが終了し、３年生９名は引退となります。 

本校ではここ数年部員が集まらず、思うような練習も出来なかった時もありましたが、現３年生の

代ではひたむきに練習に取り組む姿勢が見られ、地区・県大会でも勝利する可能性を十分持ち合わ

せました。また、今年１年間は多くのチームと練習試合をさせて頂き、昨年末では本校会場で進学

校大会も開催出来ました。東桜学館バスケットボール部として県内での存在感はこれまで以上に大

きくなったのではと思います。３年生お疲れ様でした！そしてそれぞれの進路実現に向けて、大い

に勉強してくれるものと期待します。 

 

 これからは１・２年生１３名でのスタートとなりますが、夏休み以降では中学３年生の早期入部

も初めて行われます。２０１８－２０１９シーズンも、東桜学館高男子バスケットボール部をよろ

しくお願いします！ 

 

結果の詳細は以下のとおりです。 

 １回戦 

           １０－１４ 

                    １２－２３ 

 東桜学館高 ５８ ２３－１９ ８２ 南陽高 

                    １３－２６ 

           

 


